
 

 

 

 

 

 

 

      強い気持ちを育てる    校長 佐藤 喜代子 

 
早いもので１２月に入りました。行事が目白押しの２学期は、いろいろなことが同時に進んでおり、

師走の言葉通りになっていると感じます。現在、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いていること
から、何とか全体での音楽会、校外学習や環境体験学習、自然体験学習、修学旅行を実施することがで
きました。 
とくに音楽会では、たくさんの方々に同じ会場で感動を味わって頂けなかったものの、いつも通りの

授業が難しかった音楽で、例年に近い発表会ができたことは、子どもたちの力と意欲の高さ、粘り強い
指導と温かい支えがあったからだと改めて感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。 
子どもたちは、たくさんの可能性とそれを発揮できる強さをもっていると感じます。今後もそれらを

存分に伸ばしていけるよう、ひとつひとつを大事に、何が一番大事なのかを考えながら、子供たちと共
に学び続けていきたいと思いを新たにしています。 
 見通しがなかなか持てない現状を物語るかのように、不安が募る社会に生きる若者たちについて、ハ
ッとさせられる内容がありました。 
若者の生活満足度は年々上昇している。その反面、将来や社会への不安は増す一方だといわれている。

なぜこんなねじれ現象が起きているのだろうか。若者に広がる「不安増大社会」について、若者たちの
生きづらさの背景を研究する筑波大学教授の土井隆義さんがこう述べている。 
経済格差は広がる一方なのに、この 20 年ほど、生活への満足度は全世代で上昇していて、特に若者

で顕著です。不安は希望と現実の落差から生じますが、人生の期待水準が下がり、その落差が狭まった
ため不安が減っていると考えられます。人生の選択肢が広がり、多様な生き方が認められるようになっ
たのも事実。しかし、自由に選べるということは、何を選んだらいいのかはっきりしないことでもあり
ます。そのため、選択時には、以前より多くの情報を必要とするようになりました。インターネットの
浸透もその産物です。 
でも、SNSで今日「いいね！」をもらっても、明日は非難されるかもしれません。他者の評価は安定

しません。また、今は全体で目指す方向が明確でないので、学歴や就職先への評価も変動しやすい。結
局、常に中ぶらりんの状態にあるのです。かつては、変化はよいイメージでしたが、今の若者は変化を
不安視します。昇進することや環境を変えることはリスクが大きいと考えます。 
彼らは、仲間から浮いてしまうことも避けます。ネットや SNS の利用もその多くは外の多様な人と

会うためではなく、自分と似た価値観の仲間との関係を深めるためです。そこだけが安心できる居場所
と思っていて、外れるのは怖い。だから仲の良い友達にも過剰に気を使います。常に気持ちを探り合っ
ているので、不安が余計に強まります。相手に負担をかけまいとするので、友人に悩み事を相談するの
も難しくなっています。 
人間には自分も知らない可能性があります。同じ仲間だけで固まるとその可能性に気づけません。緩

やかに開かれた居場所を複数持てば、不安も減らせるはずです。今の若者にも長所はたくさんあります。
環境に配慮した生き方、多様性の尊重などにたけています。コミュニケーション能力の高さも大きな武
器です。多少のリスクはあってもまずは一歩を踏み出すことが大事です。 参照：読売新聞 R3.10.26 
 
この内容をみていると、こんな言葉を返したくなります。野球選手の「イチローの言葉」です。 

「他人から嫌われるのは怖くないか？」との質問に、こう回答しています。 
「他人から嫌われるのは大好き。大嫌いと言われたらゾクゾクする。その人たちは僕に対するエネルギ
ーが半端ないでしょ？ 興味がないことが一番つらい」と。  また、こんなことも言っています。 
「壁というのは、できる人にしかやってこない。超えられる可能性がある人にしかやってこない。だか
ら、壁がある時はチャンスだと思っている。」 
なかなか、不安な気持ちを前向きにとらえることは難しいのですが、どんなことでも考える視点が変

わると道は広がってきます。人間関係に疲れていたり、目の前のことに逃げ出したくなる時は、一歩立
ち止まってから、違う見方、考え方をしていく必要があるように感じます。みなさんはどうですか？ 
今年も大変お世話になりました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 
くれぐれも良いお年をお迎えください。 
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1日 （水）
個人懇談（希望制）のため午前中授業（13:50下校）

　　　　　　　　　　　　　　　自主学ウィーク　諸費振替日
１７日 （金）

2日 （木） ● １８日 （土）
3日 （金） １９日 （日） 　　
4日 （土） ２０日 （月）
5日 （日） ２１日 （火） 給食終了
6日 （月） 児童集会（給食委員会）          　　　給食週間 ２２日 （水） 短縮授業

7日 （火）
参観（２・３ｈ）　引き渡し訓練（２年）
キャリア教育（５年）

２３日 （木） 短縮授業 ●

8日 （水）
委員会（６ｈ）
あまっ子ステップアップ調査

２４日 （金） 終業式　大掃除 　式校時

9日 （木） 代表委員会　　土器野焼き（６年） ● ２５日 （土）
10日 （金） 土器野焼き（６年・予備日） ２６日 （日）
11日 （土） ２７日 （月） 冬季休業日（１/１０まで）
12日 （日） ２８日 （火）
13日 （月） ２９日 （水）
14日 （火） ３０日 （木）
15日 （水） クラブ（６ｈ）　　登校指導 ３１日 （金）

16日 （木） ●

44536

44537

●は定時退勤日です

１月予定 11日（火）始業式・大掃除 13日（木）給食開始 17日（月）避難訓練 19日（水）尼崎市児童生徒文化発表会（書道展）・なかよし展
24日（月）・25日（火）オープンスクール・書き初め展 26日（水）尼崎市児童生徒文化発表会（図工展）

※今後の感染状況により、急遽予定を変更することがございます。ご理解のほどよろしくお願いします。

１２月のめあて 

「あまっ子ステップ・アップ調査」について 

尼崎市は、子どもたちの学習・生活の状況を把握し、教育のさらなる充実を図るために、小学校 1 年

生から中学校 2 年生までを対象とした「あまっ子ステップ・アップ調査」をおこなっております。本校

におきましても、12月 8日（水）の２,３校時におこないます。調査内容は、国語、算数、生活実態調査

です。調査結果につきましては、２月中旬以降に返却をします。 

２学期 

生活目標 
友だちの気持ちを大切にし、力を合わせてがんばろう  

新型コロナウィルス感染症対策について 

 報道のとおり、新たな変異株がみつかるなど、新型コロナウィルス感染症については、予断を許さな

い状況です。学校におきましては、文科省や市の通知に基づき、引き続き基本的な対策を続けてまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いします。 


